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投
球
障
害
調
査
チ
ー
ム
に
よ
る
野
球
肘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
着
実
に
成
果
を
あ
げ
る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
箱
守
志
農
夫

　

我
々
、
学
術
部
の
「
投
球
障
害
調
査

チ
ー
ム
」
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
県

内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
対
象
と
し

た
「
野
球
肘
調
査
」
を
開
始
し
、
今
年

で
6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
く
の
野
球
選
手
の
投
球
障
害
を
調
査

し
、
調
査
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
肘
関

節
外
側
の
野
球
肘（
離
断
性
骨
軟
骨
炎
）

が
疑
わ
れ
る
選
手
を
数
多
く
発
見
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
発
症
以
前
の

時
期
か
ら
治
癒
に
至
る
ま
で
の
全
期
間

を
追
跡
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し

い
問
題
等
が
あ
り
苦
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
今
年
１
月
に
桜
川
市
で
行
っ
た
野

球
肘
の
エ
コ
ー
調
査
で
、
我
々
が
肘
関

節
外
側
部
の
左
右
差
を
確
認
し
た
少
年

に
つ
い
て
は
、
治
癒
に
至
る
ま
で
の
全

期
間
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
馬
見
塚
医
師
の
ご
指
導
と
協
力
を
得
る
】

こ
の
少
年
は
、以
前
（
平
成
23
年
８
月
）

肘
痛
で
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
茨
城
県
厚
生
連
総
合
病
院
水

戸
協
同
病
院
（
以
下
「
水
戸
協
同
病
院
」

と
い
う
。）
整
形
外
科 

馬
見
塚 

尚
孝
医

師
に
診
察
を
受
け
て
い
た
経
過
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
調
査

で
肘
関
節
に
左
右
差
を
確
認
し
た
時
点
で

そ
ち
ら
に
紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
馬
見
塚
医
師
の
診
察
で
も

上
腕
骨
小
頭
の
離
断
性
骨
軟
骨
炎
と
診
断

さ
れ
、
発
症
前
、
発
症
後
、
治
癒
に
至
る

ま
で
の
経
過
観
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
例
は
、
軟
骨
に
病
変
が
及
ん

で
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
離
断
性
骨
軟
骨

炎
の
初
期
に
開
始
し
た
保
存
的
治
療
で
、

治
癒
ま
で
に
平
均
15
ヶ
月
と
い
う
資
料
も

あ
る
中
、
僅
か
６
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で

治
癒
と
な
り
ま
し
た
。

投球障害調査を受けた野球少年チーム

投球障害の調査をする箱守チームリーダー、柴嵜・上野会員

箱守志農夫チームリーダー
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使い勝手の良い操作性はもちろん、
療養費改正等の保険改正にすばやく対応。
迅速サポートでご好評を頂いている『三四郎くん』は、
常に進化を続ける信頼と実績の事務管理ソフトです。

　　　　　　　　　 は、
日本全国で最も多く使われている
接骨院・整骨院専用のレセコンです！

他社からの
データ移動も
お任せ下さい

※一部ご希望に添えない
　 場合があります。

【
早
期
発
見
が
修
復
期
間
の

短
縮
に
つ
な
が
る
】

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
治
癒

が
平
均
修
復
期
間
の
半
分
以
下
と
な
り
、

投
球
開
始
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
上
腕
骨
小
頭
離
断
性
骨
軟

骨
炎
の
保
存
的
治
療
で
完
全
修
復
が
期
待

で
き
る
に
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

最
も
大
切
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
・
臨
床
症

状
な
ど
が
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
早
期
に

発
見
で
き
ず
、
大
半
が
こ
の
好
機
を
逸
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
我
々
（
公
社
）茨
城
県
柔
道

接
骨
師
会
の
投
球
障
害
調
査
チ
ー
ム
は
、

今
後
も
野
球
少
年
の
負
荷
を
出
来
る
だ
け

少
な
く
、
短
期
間
で
治
療
で
き
医
療
費
の

軽
減
等
に
も
効
果
が
あ
る
、
エ
コ
ー
検
査

機
を
使
用
し
た
投
球
肘
調
査
を
推
進
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
、
一
部
の
有
志
に
よ
っ
て
始
ま
っ

平成26年度　救護員派遣状況

た
野
球
肘
調
査
も
、（
公
社
）茨
城
県
柔

道
接
骨
師
会
学
術
部
の
事
業
と
し
て
「
投

球
障
害
調
査
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
茨
城

県
教
育
委
員
会
や
公
益
財
団
法
人 

茨
城

県
体
育
協
会
、
茨
城
県
軟
式
野
球
連
盟
の

後
援
を
い
た
だ
き
、
現
在
約
20
名
の
会
員

が
多
数
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
選
手
を
対

象
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

【
全
国
の
肘
痛
で
悩
む

野
球
少
年
の
手
助
け
を
】

　

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
と
お
し
て
早

期
に
発
見
し
、
専
門
医
に
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
早
期
治
癒
を
目
指
す
、
専
門
医
と

連
携
し
た
環
境
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
例
が
全
国
に
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
で
肘
痛
な
ど

に
悩
む
野
球
少
年
の
手
助
け
の
一
助
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

11月９日（日）
平成26年度　茨城県武道フェスティバル柔道大会
　茨城県武道館柔道場
　金野俊克、後藤洋彰（水戸支部）
　負傷者なし
11月16日（日）
平成26年度茨城県ママさんバスケットボール秋季大会
　常澄健康管理トレーニングセンター
　西澤直之、大賀隆雄（県北支部）

膝関節、指関節、下腿部、足関節などの負傷
者29名にテーピング、アイシングなどの処
置をしました。
11月22日（土）
第７回全日本クラブシニアバスケットボール選手権大会
第７回全日本クラブスーパーシニアバスケットボール交歓大会
　ひたちなか市総合運動公園体育館

　藁谷和彦、荘司智也（水戸支部）
下腿部、腰部などの負傷者28名にテーピング、
アイシング、ストレッチなどの処置をしました。
11月22日（土）
第７回全日本クラブシニアバスケットボール選手権大会
第７回全日本クラブスーパーシニアバスケットボール交歓大会
　東海村総合体育館
　石川博英、川又充史（県北支部）

下腿部、足関節、膝関節などの負傷者13名に
テーピング、アイシングなどの処置をしました。
11月23日（日・祝）
第７回全日本クラブシニアバスケットボール選手権大会
第７回全日本クラブスーパーシニアバスケットボール交歓大会
　ひたちなか市総合運動公園体育館
　藁谷和彦、久保田浩将（水戸支部）

下腿部、膝部、足関節などの負傷者26名に
テーピング、アイシング、ストレッチ、マッ
サージなどの処置をしました。

11月23日（日・祝）
第34回つくばマラソン
　セブンイレブンつくば大砂店前　24㎞地点
　鮏川秋雄、永田喜久雄、飯塚丈仁、桜井亮、
　高巣定夫（県南支部）

101名のランナーにテーピング、アイシング
などの処置をしました。

　旧日本料理篠ノ宮付近　26.5㎞地点
　吉原貴範、小林正志、倉持孝浩、大久保博之、
　田中広一（県南支部）

67名のランナーにテーピング、アイシング
などの処置をしました。
11月30日(日)
平成26年度茨城県ママさんバスケットボール秋季大会
　常澄健康管理トレーニングセンター
　杉本秋生、小圷孔二（水戸支部）

膝関節、大・下腿部、足関節などの負傷者５
名にテーピングなどの処置をしました。

平成26年1月19日後方長軸走査像（発症時）

平成26年８月28日後方長軸走査像（治癒時）
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「
保
険
取
り
扱
い
等
講
習
会
」
を
開
催

本
会
は
、
10
月
18
日
（
土
）
水
戸
市
千

波
町
の
県
総
合
福
祉
会
館
で
「
保
険
取
り

扱
い
等
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
本
会
会
員
に
、
受
領
委
任
制
度
と

療
養
費
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
法
令
を
遵
守
し
、
適
正
な
運
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
い
た
も
の
で
、
県
保

健
福
祉
部
厚
生
総
務
課
国
民
健
康
保
険
室

の
永
井
文
英
室
長
補
佐
、
同
根
本
英
岳
係

長
、
全
国
健
康
保
険
協
会
茨
城
支
部
の
仲

田
幸
成
業
務
グ
ル
ー
プ
長
に
講
師
を
お
願

い
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
参
加
し
た

２
３
０
名
強
の
会
員
は
熱
心
に
メ
モ
を
と

る
な
ど
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

市
川
会
長
は
「
整
復
師
業
界
で
受
領
委

任
払
い
の
制
度
を
悪
用
し
不
正
受
給
し
て

い
る
こ
と
が
発
覚
し
て
い
る
例
な
ど
も
あ

り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

本
日
は
、
本
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
常
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、〝
法
令
遵
守
〟
の

徹
底
を
図
る
目
的
で
開
催
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
。
会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

講
習
会
で
は
、「
受
領
委
任
制
度
と
療

養
費
の
適
正
化
」、「
保
険
取
り
扱
い
上
の

留
意
事
項
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、

根
本
英
岳
係
長
は
「
近
年
の
柔
道
整
復
師

及
び
施
術
所
の
増
加
に
と
も
な
い
、
不
正

受
給
が
増
え
て
い
る
。
特
に
、
個
人
契
約

者
に
ト
ラ
ブ
ル
の
傾
向
が
多
い
」
と
現
状

を
報
告
。
公
益
社
団
の
入
会
者
と
個
人
契

約
者
の
受
領
委
任
の
取
り
扱
い
を
行
う
場

合
の
注
意
点
を
説
明
さ
れ
、
理
解
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
仲
田
幸
成
業
務
グ
ル
ー

プ
長
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
の
運
営
状

況
や
役
割
な
ど
を
説
明
さ
れ
、
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

本
会
の
谷
中
保
険
部
長
か
ら
は
「
療
養

費
の
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
講

習
会
で
し
た
。

「
第
３
回
高
齢
者
の

元
気
あ
っ
ぷ
運
動
教
室
」
を
開
催

　

10
月
26
日
（
日
）
茨
城
県
石
岡
市
「
石

岡
運
動
公
園
体
育
館
」
で
、「
第
３
回
高
齢

者
の
元
気
あ
っ
ぷ
運
動
教
室
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
３
回
目
の
開
催
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
手
慣
れ
た
感
じ
で
参

加
者
と
接
し
た
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
体

力
測
定
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

運
動
教
室
の
メ
イ
ン
で
あ
る
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
体
操
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
リ

ズ
ム
体
操
、
ボ
ー
ル
や
風
船
な
ど
を
使
っ

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
順
次
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
ス
タ
ッ
フ

の
対
応
な
ど
大
変
好
評
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
約
75
％
の
方
々
か
ら
、
次
回
も
参
加

し
た
い
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本年３月に入会させていただき
ました。
入会に先立ち、本会の概要、趣旨、

会員のあるべき姿等を懇切丁寧に指導していた
だきました柏支部長、入会を温かく迎えていた
だいた市川会長、保険等の取り扱いについて貴
重な時間を割いてご指導くださいました竹藤副
会長、谷中保険部長、藁谷保険副部長、お会い
するたびに温かく声をかけてくださる嶋﨑理事
に紙面をお借りして、改めて御礼申し上げます。
「会員になって想う！」と言うテーマで投稿依
頼の連絡を受けた時は、「なんで私が？」と言
う思いがよぎったのですが、市川会長が言われ
た「組織力の強化こそが最も必要である」との
言葉を思い出し、組織の一員として認めていた
だいたことに感謝し、喜んでお受けした次第で
あります。
本会への入会のきっかけとなりましたのは、

友人の柔道整復師から「入会するなら絶対公益
社団法人にしろ」と言われた一言でした。業界
の事は右も左も分からぬ私にとって、この友人
の一言が迷うことなく本会を選んだ理由です。
そして、入会して本当に良かったと実感してお
ります。
開業間もない私にとって、日々の患者さんに

施術する事が精いっぱいであり、抱負と言える
ようなものは特にありません。ただ、会員諸先
輩が築いてこられた本会会員の一員として、「茨
城県柔道接骨師会」の名に恥じない柔整師にな
れることを、遥か遠い目標として毎日を真摯に
過ごして行きたいと思っております。

会員になって想う！
金野俊克

講習会に先立ちあいさつする市川会長
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昨
年
、
台
風
の
為
、
中
止
に
な
っ
た
公

益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会
主
催

「
第
41
回
日
整
親
善
ゴ
ル
フ
栃
木
大
会
」

が
、
９
月
15
日
（
月
・
祝
）
に
、
前
回
開

催
予
定
で
あ
っ
た
宇
都
宮
市
の
サ
ン
ヒ
ル

ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
会
は
、
市
川
善
章
会
長
ほ
か
20
名
が

出
場
、
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
し
、
午
後
三
時

か
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
ネ
ッ
ト
の
部
で
、
本
会
の
谷
中
照

男
保
険
部
長
が
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
し
て

団
体
戦
は
4
位
に
入
賞
し
、
来
年
こ
そ
は

初
優
勝
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

大
会
で
優
勝
し
た
谷
中
照
男
保
険
部
長
の

喜
び
の
声
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
朝
の
い
い
予
感
が
的
中
し
て
優
勝
】

県
南
支
部
　
谷
中
照
男

　

昨
晩
の
前
夜
祭
は
、
控
え
め
に
飲
酒
を

し
て
早
目
に
就
寝
し
た
せ
い
か
、
本
番
の

ス
タ
ー
ト
時
に
は
頭
も
体
も
す
っ
き
り
軽

く
何
か
い
い
予
感
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
て
楽
し
く
プ
レ
ー

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
つ
も
通
り
所
々
で
ミ
ス
を

し
て
し
ま
い
、
順
位
は
期
待
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
成
績
発
表
の
前
に
隠
し

ホ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
て
、
そ
れ
を
ス
コ
ア

カ
ー
ド
に
付
け
て
い
る
う
ち
に
、
ミ
ス
し

た
ホ
ー
ル
が
次
々
に
当
て
は
ま
り
、
上
位

入
賞
を
確
信
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
、
順
位
発
表
に
な
り
、
い
つ
呼
ば

れ
る
か
ド
キ
ド
キ
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た

が
、
５
位
・
４
位
・
３
位
ま
だ
呼
ば
れ
ま

せ
ん
。そ
し
て
準
優
勝
も
呼
ば
れ
ま
せ
ん
。

あ
と
は
優
勝
し
か
な
い
？
え
っ
！
や
っ
と

名
前
を
呼
ば
れ
た
の
で
す
。
や
っ
た
！
優

勝
で
す
。
ま
わ
り
の
仲
間
に
祝
福
さ
れ
喜

び
と
感
動
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
優
勝
賞
品
の
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
の

ア
イ
ア
ン
セ
ッ
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
、
最
高
の

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
様
な
機
会
を
く
だ
さ
っ

た
関
係
各
位
、
ま
た
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た

パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

　

群
馬
県
高
崎
市
の
サ
ン
コ
ー
72
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人

東
京
都
柔
道
整
復
師
会
主
催
の
「
東
日
本

大
震
災
義
援
金　

第
13
回
都
柔
整
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
８
月
24
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
市
川
善
章
会
長
ほ
か
８

名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
後
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
や
プ

ロ
野
球
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

市
川
会
長
が
当
日
最
高
額
で
、
女
子
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
28
名
の
サ
イ
ン
入
り
ゴ
ル
フ

バ
ッ
グ
を
競
り
落
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

　

10
月
26
日
（
日
）、「
第
34
回
千
葉
・
茨

城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
水
戸
市
の
浅

見
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
公
益

社
団
法
人
茨
城
県
柔
道
接
骨
師
会
の
主
管

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整

復
師
会
か
ら
工
藤
鉄
男
会
長
と
三
橋
裕
之

保
険
部
長
、
株
式
会
社
エ
ス
・
エ
ス
・
ビ
ー

大
城
英
夫
代
表
取
締
役
社
長
に
ゲ
ス
ト
参

加
を
い
た
だ
き
総
勢
72
名
が
出
場
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
楽
し
い
ラ
ウ

ン
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
競
技
終

了
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
工
藤
会
長
や

大
城
社
長
に
も
多
数
の
賞
品
を
協
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
。
優
勝
は
、
千
葉
県
の
上
井

文
雄
会
員
で
し
た
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

工藤会長と優勝した谷中保険部長

第
41
回
日
整
親
善
ゴ
ル
フ
栃
木
大
会

谷
中
保
険
部
長
優
勝

第
34
回

千
葉
・
茨
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
第
13
回
都
柔
整
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
さ
れ
る
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文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪 

第
23
回
日
整

全
国
少
年
柔
道
大
会
が
、10
月
13
日
（
月
・

祝
）
東
京
都
文
京
区
の
講
道
館
大
道
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
３
連
覇
が
か
か
っ
た
茨

城
県
選
抜
チ
ー
ム
は
、
３
回
戦
ベ
ス
ト
８
で

敗
退
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
回
戦
か
ら
出
場
し
た
本
県
選
抜
チ
ー

ム
は
、熊
本
県
チ
ー
ム
に
３
―
０
で
勝
ち
、

順
当
に
勝
ち
進
む
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

３
回
戦
広
島
県
チ
ー
ム
に
ま
さ
か
の
０
―

２
で
負
け
、
３
連
覇
の
夢
は
崩
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

内
容
的
に
は
先
鋒
引
き
分
け
、
次
鋒
で

相
手
に
勝
ち
を
与
え
て
し
ま
い
追
う
展
開

と
な
り
、中
堅
か
ら
は
勝
ち
急
い
で
し
ま
っ

た
感
が
あ
り
、
大
将
戦
ま
で
実
力
を
発
揮

で
き
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
眞
中
進
監
督
は
、「
３
連
覇

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
た
め
か
動
き
が
硬

か
っ
た
。
や
は
り
日
本
一
に
な
る
の
は
難

し
い
で
す
ね
」
と
、
敗
因
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
選
手
選
抜
に
携
わ
っ
た
本

会
の
市
川
善
章
会
長
は
、「
こ
の
悔
し
さ

や
涙
を
バ
ネ
に
し
て
、
次
の
目
標
に
向

か
っ
て
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
、
子
供
達

の
新
た
な
挑
戦
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。　
　
　
（
広
報
部
長　

荒
井
健
吉
）

日
整
全
国
柔
道
大
会
　
岡
本
選
手
が
活
躍

　

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
の
熱
気
が
冷

め
や
ら
ぬ
午
後
、
同
じ
く
講
道
館
大
道
場

に
お
い
て
、
第
38
回
厚
生
労
働
大
臣
旗

争
奪 

日
整
全
国
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、

中
関
東
地
区
代
表
選
手
で
本
会
会
員
の
岡

本
栄
治
選
手
が
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
、
平
成
15
年
の
準
優
勝
以
来
の

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
、
大
阪
地
区
代
表
チ
ー
ム
と
の

試
合
は
１
―
１
の
内
容
で
競
り
勝
ち
ま
し

た
が
、
次
鋒
で
出
場
し
た
岡
本
選
手
の
１

本
勝
ち
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。
２
回

戦
の
北
関
東
地
区
代
表
チ
ー
ム
と
の
対
戦

は
、
３
―
２
で
勝
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
岡

本
選
手
の
１
本
勝
ち
が
際
立
っ
て
い
ま
し

た
。
３
回
戦
、北
信
越
西
部
地
区
代
表
チ
ー

ム
に
は
１
―
２
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
見

事
11
年
ぶ
り
の
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
岡

本
選
手
が
優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
優
勝
チ
ー
ム
に
僅
差
で
敗
れ
て

い
る
の
で
、
中
関
東
チ
ー
ム
の
実
力
は
優

勝
を
狙
え
る
位
置
に
あ
り
、
来
年
は
茨
城

県
少
年
選
抜
チ
ー
ム
と
共
に
ア
ベ
ッ
ク
優

勝
も
夢
で
は
な
い
試
合
内
容
で
し
た
。　

（
広
報
部
長　

荒
井
健
吉
）

　

県
西
支
部
　
初
沢
修

　

去
る
11
月
16
日
（
日
）、
下
妻
市
に
お

い
て
、
第
26
回
砂
沼
（
さ
ぬ
ま
）
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
西
支
部
（
常
総
地
区
）
で
は
、
大
会

の
救
護
・
ケ
ア
活
動
に
、
相
沢
寿
、
上
野

良
知
、佐
藤
丈
也
、中
村
文
男
、松
﨑
剛
至
、

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
の
各
先
生
方
と
私
、

初
沢
修
が
参
加
し
ま
し
た
。

市川会長、眞中監督と本県選抜メンバー

抑え込みで一本勝ちする
岡本選手

救護活動した常総地区会員

茨
城
県
選
抜
チ
ー
ム

全
国
大
会
３
連
覇
な
ら
ず

第
26
回
砂
沼
マ
ラ
ソ
ン
大
会
救
護
活
動
報
告



いばらき柔道接骨師会ニュース （6）第48号　平成26年12月26日（金）
　

10
月
26
日
（
日
）、
土
浦
市
の
つ
く
ば

国
際
大
学
に
お
い
て
、
茨
城
県
保
険
医
協

会
の
主
催
で
、
第
27
回
い
ば
ら
き
医
療
福

祉
研
究
集
会
、
第
８
回
い
ば
ら
き
歯
科
医

療
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

医
療
・
介
護
関
係
者
、
学
生
が
多
数
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
も
共

催
し
て
お
り
、
５
名
の
会
員
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
よ
り
４
分
科
会
に
分
か

れ
、「
み
ん
な
で
考
え
よ
う　

よ
り
良
い

最
期
の
支
え
方
～
エ
ン
ド　

オ
ブ　

ラ
イ

フ
・
ケ
ア
と
は
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療
・

介
護
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
現
場
に
お
け

る
経
験
を
踏
ま
え
た
研
究
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ま
た
同
時
に
、コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー

ズ
研
究
会
と
し
て
「
超
高
齢
社
会
に
お
け

る
医
科
・
歯
科
連
携
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
座
談
会
が
行
わ
れ
、
整
形
外
科
医
の

立
場
か
ら
筑
波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地

域
臨
床
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
教
授　

西
浦

康
正
先
生
に
、
歯
科
医
の
立
場
か
ら
石
岡

第
一
病
院
口
腔
外
科
部
長　

萩
原
敏
之
先

生
に
講
演
い
た
だ
き
、
医
科
・
歯
科
双
方

の
立
場
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
多
職
種
参
加
型
研
修
会
が

開
か
れ
、「
最
期
に
向
け
た
支
え
方
」
の

内
容
で
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
国
の
国
策
と
し

下村年秋（県南支部）

　 平 成24年８月、
イ ン タ ー ネ ッ ト
オークションで、
50CCミ ニ カ ー

『ピーヨ』と『タ
ケオカアビー』を
購入し、週末など
に乗って楽しんで
います。
　ピーヨは、中国

で作製し、日本で組み立て販売したミニカーです。（現在は販
売していません。）タケオカアビーは、富山県の自動車会社・
タケオカ自動車工芸が国産自動車として現在も販売していま
す。（詳細はインターネット“タケオカ自動車工芸”をご覧くだ
さい。）
　いまどきベンツでも振り返りませんが、これに乗っていると
みんな振り返ります。パワステはもちろんエアコンも付いてな
いので、春、秋に乗ることが多いです。また、普通車に比べる
と少々信用にかけるので、押して帰れる距離で乗っています

（笑）。維持費は安いし、どんな道でも入っていけるので往診な
んかには便利ですよ。
　お勧めは、新車で購入し、カスタムしても面白いと思います。
興味のある方は、インターネットで検索してみてください。

my
hobby

ピーヨ＆
タケオカアビー

て
推
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
、

地
域
で
暮
ら
す
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
へ
、
よ
り
良
い
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
は
、
多
職
種
の
連
携
を
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
実
問

題
と
し
て
多
職
種
が
常
に
円
滑
に
連
携
し

て
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ

う
で
は
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
必
ず
し
も
明
確
な
解
決
方
法
が
示

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ケ
ア
に
携
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
意

見
を
出
し
合
い
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解

し
あ
い
、
今
後
の
多
職
種
連
携
に
つ
な
が

る
よ
う
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。（
広
報
委
員　

根
本
光
昭
）

　

当
日
は
無
風
快
晴
、
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン

日
和
と
な
り
、
救
護
・
ケ
ア
ブ
ー
ス
（
以

下
ブ
ー
ス
）
は
二
か
所
設
置
さ
れ
、
ブ
ー

ス
を
利
用
し
た
選
手
の
人
数
は
合
計
18

名
、
処
置
内
容
は
、
テ
ー
ピ
ン
グ
８
名
、

過
呼
吸
症
状
７
名
、
擦
過
傷
応
急
処
置
２

名
、
ア
イ
シ
ン
グ
１
名
、
足
底
板
処
置
１

名
で
し
た
。
こ
の
内
、
擦
過
傷
応
急
処
置

１
名
は
看
護
師
に
よ
る
、
過
呼
吸
症
状
処

置
は
救
急
隊
員
お
よ
び
看
護
師
に
よ
る
処

置
で
し
た
。

　

今
後
も
救
護
・
ケ
ア
活
動
を
継
続
的
に

行
い
、
認
知
度
向
上
に
努
め
、
ラ
ン
ナ
ー
が

安
心
し
て
走
れ
る
環
境
作
り
に
貢
献
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

TRIO

トリオ医科
〒 300-1216 茨城県牛久市神谷 6-6-1
TEL029（873）8553　FAX029（873）8796

東京（営）大田区・北関東（営）館林

株式
会社

信頼のネットワーク
地域密着

Door to DoorDoor to Door

第
27
回
い
ば
ら
き

医
療
福
祉
研
究
集
会
に
参
加
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去
る
、
10
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間

に
亘
り
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
、
第
13

回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
（
公
益
社
団

法
人 

日
本
空
手
協
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
医
師
団
に
加
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

救
護
活
動
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

世
界
50
数
ヵ
国
か
ら
各
国
で
頂
点
を
極

め
た
空
手
家
が
集
結
し
た
大
会
の
第
一
日

目
は
、
男
女
21
歳
以
下
の
部
で
形
競
技
・

組
手
競
技
が
行
わ
れ
、
東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院 

救
急
部
・
集
中
治
療
部
の
先

生
を
中
心
に
、
歯
科
口
腔
外
科
の
先
生
と

柔
道
整
復
師
の
私
の
３
名
で
救
護
活
動
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
①
組
手
試
合
中
、

コ
ー
ト
内
で
発
生
し
た
負
傷
選
手
の
応
急

処
置　

②
処
置
後
の
選
手
が
試
合
続
行
可

能
か
ど
う
か
の
適
切
な
判
断　

③
負
傷
・

不
調
の
た
め
ド
ク
タ
ー
席
に
来
た
選
手
の

治
療
・
相
談
・
指
導
な
ど
で
、
整
形
外
科

の
先
生
不
在
の
初
日
は
、
私
が
四
肢
運
動

器
外
傷
を
任
さ
れ
、
責
任
と
や
り
が
い
の

あ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
傷
は
打
撃
系
格
闘
技
特
有
の
、
顔
面

を
強
打
さ
れ
て
の
脳
震
盪
や
挫
創
、
歯
の

欠
損
・
脱
臼
、
鼻
出
血
と
、
一
般
的
ス
ポ
ー

ツ
外
傷
で
も
発
生
す
る
骨
折
・
脱
臼
・
捻

挫
・
打
撲
な
ど
で
し
た
。

　

現
場
で
は
、
負
傷
者
が
発
生
す
る
と
各

コ
ー
ト
の
主
審
や
看
護
師
さ
ん
に
呼
ば

れ
、
瞬
時
に
駆
け
つ
け
ど
ん
な
外
傷
で
あ

れ
対
応
し
、
専
門
的
処
置
が
必
要
な
場
合

は
応
援
の
医
師
を
呼
び
処
置
を
行
い
ま
し

た
。
私
が
柔
道
整
復
師
と
し
て
専
門
的
処

置
を
行
っ
た
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

の
選
手
の
肩
関
節
脱
臼
の
整
復
を
始
め
、

肘
関
節
内
顆
骨
折
の
疑
い
や
中
手
骨
骨
折

の
固
定
や
ア
イ
シ
ン
グ
処
置
な
ど
で
し

た
。

　

二
日
目
と
三
日
目
は
男
女
成
人
の
部
、

形
・
組
手
の
個
人
・
団
体
の
各
競
技
が
予

選
か
ら
決
勝
ま
で
行
わ
れ
、
前
日
よ
り
長

身
で
パ
ワ
ー
の
あ
る
選
手
が
出
場
す
る
だ

け
に
、
初
日
の
メ
ン
バ
ー
３
名
に
加
え
整

形
外
科
・
口
腔
外
科
の
先
生
も
加
わ
り
５

名
で
の
救
護
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
さ
す

が
に
各
科
の
先
生
が
揃
っ
て
い
る
だ
け
に

ど
ん
な
外
傷
が
発
生
し
て
も
行
き
と
ど
い

た
処
置
対
応
が
で
き
、
重
傷
選
手
が
２
名

出
ま
し
た
が
、
東
大
附
属
病
院
に
円
滑
な

救
急
搬
送
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
大
会
の
特
徴
と
し
て
、
外
国
人
選
手
は

鼻
が
高
い
の
で
、
打
撃
に
よ
り
鼻
が
左
右

に
曲
が
る
変
形
の
鼻
骨
骨
折
が
５
名
ほ
ど

み
ら
れ
、
発
生
率
と
し
て
国
内
大
会
と
の

違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
国
の
国
旗
に
彩
ら
れ
た
館
内
で
、
応

援
の
仕
方
も
お
国
柄
が
あ
り
、
さ
す
が
世

界
大
会
だ
な
と
感
じ
る
と
共
に
、
日
本
古

来
の
武
道
を
愛
し
一
生
懸
命
試
合
を
し
て

い
る
外
国
人
選
手
の
姿
を
見
て
い
る
う
ち

に
、
自
然
と
選
手
に
対
す
る
感
謝
の
念
が

湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
主
催
者
か
ら
本
大
会
の
救
護
依

頼
を
い
た
だ
い
た
時
、
言
葉
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
？
私
で
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
？

な
ど
と
不
安
や
迷
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、

何
事
も
体
験
を
通
し
て
学
び
知
識
を
高
め

る
「
格
物
致
知
」
と
い
う
座
右
の
言
葉
が

自
分
自
身
に
あ
っ
た
た
め
、
お
引
き
受
け

を
し
て
充
実
し
た
世
界
大
会
の
救
護
活
動

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
柔
道
整
復
師
と
し
て
の
知

識
や
技
術
を
高
め
、
世
の
為
・
人
の
為
に

尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
の

救
護
活
動
を
体
験
し
て

県
西
支
部
　
荒
井
健
吉

救護活動を行った各科の先生
（後列）と通訳の方々

ドクター席では多くの選手が
処置を受けた
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筋
肉
痛
　
な
ぜ
遅
れ
て
く
る
？

■
加
齢
に
よ
っ
て
炎
症
反
応
が
鈍
く
な
る

歳
を
と
る
と
、
運
動
し
た
２
～
３
日
後
に

筋
肉
痛
に
な
る
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

「
遅
発
性
筋
肉
痛
」
と
い
い
ま
す
が
、
な
ぜ
遅

れ
て
筋
肉
痛
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
も
そ

も
筋
肉
痛
に
な
る
の
は
よ
く
乳
酸
が
溜
ま
っ
た

と
い
い
ま
す
が
、
運
動
直
後
は
乳
酸
が
多
く
て

も
翌
日
に
は
平
常
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
筋
肉
痛

の
原
因
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
遅
発
性
筋
肉
痛

は
、
急
な
運
動
に
よ
り
筋
肉
等
に
微
細
な
損
傷

が
あ
り
、
そ
の
後
に
起
こ
る
炎
症
反
応
に
よ
っ

て
痛
み
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。
歳
を
と
っ
て
く
る

と
、
加
齢
に
よ
っ
て
炎
症
反
応
が
鈍
く
な
り
反

応
の
進
み
が
遅
く
な
る
こ
と
で
、
数
日
後
に
痛

み
が
発
生
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
遅
発
性
筋
肉
痛

は
筋
肉
疲
労
で
は
な
く
、
筋
肉
が
損
傷
（
筋
挫

傷
）
し
て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
齢
に
よ
り
筋
肉
の
耐
性
運
動
強

度
が
落
ち
て
く
る
こ
と
も
、
遅
発
性
筋
肉
痛
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
運
動
不
足
の
方
が
１
０
０
ｍ
走

を
10
本
全
力
で
走
れ
ば
即
日
筋
肉
痛
に
な
り
ま

す
が
、
そ
こ
ま
で
激
し
い
運
動
で
な
く
て
も
、

筋
肉
が
運
動
に
耐
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
る

と
微
細
な
損
傷
を
伴
っ
て
き
ま
す
。
実
際
、
遅

発
性
筋
肉
痛
に
な
る
方
は
、
普
段
の
運
動
量
が

少
な
く
筋
肉
が
運
動
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な

い
た
め
に
、
軽
微
な
運
動
で
発
生
し
て
し
ま
い

ま
す
。

■
回
復
す
る
に
は
体
力
に
あ
っ
た
運
動
を

で
は
、
筋
肉
痛
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
と
速
く
回
復
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
、
年
齢
と
体
力
に
あ
っ
た
運
動
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
少
し
頑
張
っ
て
し
ま

っ
た
時
に
は
、
筋
肉
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
た

め
に
軽
く
動
か
し
た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ

て
筋
肉
の
血
流
を
良
く
し
て
回
復
を
速
め
ま

す
。
ま
た
、
運
動
直
後
に
は
、
ア
イ
シ
ン
グ
な

ど
も
筋
肉
の
熱
を
抑
え
て
筋
肉
痛
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
回
復
で
効
果
が
高
く

お
勧
め
な
の
は
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
バ
ス
（
交
代

浴
）
で
す
。
水
風
呂
と
温
か
い
風
呂
を
交
互
に

入
る
の
で
す
が
、
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
の
は

水
の
シ
ャ
ワ
ー
を
１
分
、
お
湯
に
２
分
浸
か
る

の
を
４
～
５
回
繰
り
返
す
と
、
血
管
が
拡
張
し

て
血
流
が
よ
く
な
り
、
痛
み
の
物
質
が
速
く
流

れ
て
早
期
に
回
復
し
ま
す
。

筋
肉
痛
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
適
度
な
運
動
を
行
い
、
健
康
な

体
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
広
報
委
員　

岩
本
勝
久
）

《
訃　

報
》

　

榊
原　

重
隆
（
さ
か
き
ば
ら　

し
げ
た
か
）

　

県
南
支
部
会
員

　
県
南
支
部　
榊
原
城
一
会
員
・
達
之
会
員
の
父

　

10
月
26
日
死
去　

77
歳

　

金
子　

武
一
（
か
ね
こ　

ぶ
い
ち
）

　

県
南
支
部　

金
子
錦
市
会
員
の
父

　

10
月
30
日
死
去　

92
歳

　

森　

栄
（
も
り　

さ
か
え
）

　

県
西
支
部　

森
好
徳
会
員
の
父

　

11
月
４
日
死
去　

82
歳

　

関　

義
（
せ
き　

よ
し
）

　
水
戸
支
部　

関
守
雄
会
員
の
父
、
関
英
康
会
員
の
祖
父

　

11
月
21
日
死
去　

85
歳

　

大
内　

健
（
お
お
う
ち　

け
ん
）

　

水
戸
支
部
元
会
員

　

水
戸
支
部　

大
内
康
久
会
員
の
父

　

11
月
23
日
死
去　

82
歳

■
新
入
会
員
■

渡
辺
　
昇
平　
昭
和
60
年
５
月
31
日
生
ま
れ
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